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経
済
産
業
省
は
三
月
九
日
㈮
、「
岩

槻
人
形
」
と
「
江
戸
節
句
人
形
」
を

国
が
定
め
る
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定

し
た
。
伝
統
的
工
芸
品
は
全
国
で
二

百
十
品
目
あ
り
、
人
形
で
は
博
多
人

形
（
昭
51
）、江
戸
木
目
込
人
形
（
昭

53
）、
京
人
形
（
昭
61
）、
駿
河
雛
具

・
駿
河
雛
人
形
（
平
６
）
に
続
き
、

十
三
年
ぶ
り
と
な
る
。

　

今
回
指
定
さ
れ
た
「
岩
槻
人
形
」

は
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
で
製
造
さ

れ
る
ひ
な
人
形
や
市
松
人
形
等
の
衣

請
団
体
で
あ
る
岩
槻
人
形
協
同
組
合

の
矢
作
恒
良
理
事
と
東
京
都
雛
人
形

工
業
協
同
組
合
の
柿
沼
正
志
理
事
長

に
指
定
文
書
が
授
与
さ
れ
た
。
続
い

て
副
大
臣
を
囲
ん
で
意
見
交
換
会
が

行
わ
れ
、
矢
作
氏
は
「
若
い
人
の
力

を
投
入
し
て
業
界
振
興
を
図
っ
て
い

き
た
い
。
大
き
な
目
標
は
、
い
つ
か

岩
槻
で
世
界
の
人
形
サ
ミ
ッ
ト
を
行

う
こ
と
」、
柿
沼
氏
は
「
今
回
の
指

定
は
人
形
の
ブ
ラ
ン
ド
や
売
り
上
げ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
一
つ
の
力
と
な

る
も
の
」
と
抱
負
や
期
待
を
述
べ
た
。

　

経
済
産
業
省
指
定
の
伝
統
的
工
芸

品
は
、
⑴
日
常
生
活
で
使
用
す
る
工

芸
品
で
あ
る
こ
と
、
⑵
製
造
工
程
の

主
要
部
分
は
手
工
業
的
で
あ
る
こ
と
、

⑶
伝
統
的
技
術
・
技
法
に
よ
っ
て
製

造
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
⑷
伝

統
的
に
使
用
さ
れ
て
き
た
原
材
料
で

あ
る
こ
と
、
⑸
一
定
の
地
域
で
産
地

形
成
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
定

要
件
。
指
定
を
受
け
る
と
、
伝
産
法

に
従
い
、
伝
統
的
工
芸
品
の
表
示
が

可
能
に
な
る
ほ
か
、
中
長
期
の
振
興

計
画
を
作
成
し
た
う
え
で
、
国
、
地

副大臣、審議官と東京都雛人形
工業協同組合の代表各氏

３月14日の授与式で。渡辺経済産業副大臣、石黒
大臣官房審議官と岩槻人形協同組合の代表各氏

裳
着
人
形
、「
江
戸
節
句
人
形
」
は

東
京
都
内
十
二
区
と
埼
玉
県
内
四
市

で
製
造
さ
れ
る
ひ
な
人
形
、
市
松
人

形
等
の
衣
裳
着
人
形
と
飾
り
甲
冑
な

ど
で
、
素
材
や
技
法
等
規
定
に
基
づ

い
た
も
の
が
対
象
（
下
表
参
照
）。

　

伝
達
式
は
三
月
十
四
日
㈬
、
経
済

産
業
省
副
大
臣
室
で
行
わ
れ
、
渡
辺

博
道
副
大
臣
が
「
日
本
の
伝
統
的
な

も
の
づ
く
り
に
誇
り
を
持
ち
、
工
芸

品
の
振
興
、
発
展
に
励
ん
で
い
た
だ

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
申

「岩槻人形」 「江戸節句人形」

製造される
地域

埼玉県さいたま市 東京都足立区、荒川区、江戸
川区、葛飾区、北区、江東区、
杉並区、墨田区、台東区、中
央区、文京区、目黒区
埼玉県さいたま市、草加市、
越谷市、川越市

対　象 ひな人形、五月人形、浮世人
形（市松人形、御所人形、童
人形等）

ひな人形、五月人形、飾り甲
冑、風俗人形、市松人形、御
所人形

申請者 岩槻人形協同組合 東京都雛人形工業協同組合

方
公
共
団
体
等
の
助
成
措
置
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
両
団
体
は
す

で
に
今
年
の
二
月
、「
岩
槻
人
形
」、

「
江
戸
甲
冑
」「
江
戸
衣
裳
着
人
形
」

「
江
戸
木
目
込
人
形
」「
江
戸
押
絵

羽
子
板
」の
名
で
地
域
団
体
商
標（
地

域
ブ
ラ
ン
ド
）
の
登
録
査
定
が
出
て

お
り
、
今
回
の
指
定
を
積
極
的
に
活

用
し
、『
岩
槻
』
と
『
江
戸
』
の
ブ

ラ
ン
ド
力
の
一
層
の
強
化
を
図
り
、

新
た
な
振
興
策
を
進
め
る
予
定
だ
。

「
岩
槻
人
形
」「
江
戸
節
句
人
形
」の
二
品
目

伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
る
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ろ
で
、
柏
の
よ
う
な
大
葉
が
採
れ
な

か
っ
た
西
日
本
で
は
、
山さ

ん

帰き

来ら
い

（
サ
ル

ト
リ
イ
バ
ラ
）
の
葉
の
も
の
も
あ
る
そ

う
で
す
。
い
ず
れ
も
、
腐
ら
な
い
工
夫

と
し
て
施
さ
れ
、
携
帯
用
の
保
存
食
と

し
て
の
役
目
も
果
た
し
ま
し
た
。

豊
田
美
江
子
さ
ん

（
東
京
都
ひ
な
人
形
卸
商
協
同
組
合
・

東
京
都
浅
草
）

　
「
粽
ね
え
…
あ
ん
ま
り
東
京
で
は
食

　

端
午
の
節
句
の
定
番
と
い
え
ば
、
粽

ち
ま
き

と
柏
餅
。
ど
ち
ら
も
歴
史
の
あ
る
食
べ

も
の
で
す
が
、
現
在
、
日
本
全
国
の
ど

こ
で
も
見
か
け
る
一
般
的
な
も
の
と
同

じ
形
態
に
な
っ
た
の
は
江
戸
時
代
か
ら
、

と
い
う
の
が
通
説
で
す
。

　

米
粉
で
つ
く
っ
た
餅
を
、
殺
菌
効
果

の
あ
る
草
の
葉
で
包
ん
だ
食
べ
も
の
は
、

日
本
各
地
に
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
柏

や
笹
、
竹
な
ど
が
多
く
、
最
近
で
は
茅

ち
が
や

・
真ま

菰こ
も

・
葦
な
ど
で
包
ん
だ
も
の
は
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
珍
し
い
と
こ

暮らしのなかにはいろんな行事や節目があり、その
思い出もさまざまです。それぞれが主役の歴史に、
息づく記憶。節句にまつわる一人ひとりの物語をご
紹介しながら、節句の愉しみを発見・発明していき
たいと思います。

べ
ま
せ
ん
よ
。
柏
餅
が
多
い
と
思
い
ま

す
。
竹
の
皮
で
包
ん
だ
粽
な
ら
、
以
前

新
潟
の
お
土
産
で
い
た
だ
き
ま
し
た
」。

松
井
幸
生
さ
ん

（
㈱
誉
勘
商
店
・
京
都
府
室
町
）

　
「
私
の
所
で
は
出
入
り
の
和
菓
子
屋

さ
ん
や
仕
出
し
屋
さ
ん
な
ど
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
季
節
に
な
る
と
『
水
仙

粽
ど
う
で
す
か
？
』
と
か
『
鱧は

も

の
お
と

し
は
い
か
が
で
す
か
？
』
な
ど
聞
い
て

こ
ら
れ
ま
す
。
節
句
の
時
だ
け
特
別
に

菖

蒲は
サトイ

モ科、花菖蒲
は
ア
ヤ
メ
科

節句の愉しみかた

西は粽、東は柏
餅
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で

す

　

季
節
折
々
の
た
の
し
み

菖蒲湯
本来は葉より、根の方が血行
促進効果があるとのこと。根
は手に入りにくいそうですが、
葉でもちょっとしたコツで一
層豊かな香りが出ます。

1 タオルか木綿の袋に、細
かくした葉を一摑みほど入
れる。
2 1 を洗面器などに入れ、
熱湯を注いで 10 分ほど置き、
葉の精油を抽出する。
3 2 を浴槽に注ぎ入れると、
香り豊かな菖蒲湯になる。

または…
葉と茎を束ねて、沸かし湯
なら水のうちに、給湯式な
ら浴槽が空のうちから菖蒲
を入れ、42 ～ 43℃の高めの
温度で沸か（給湯）し、適
温に冷まして入ると効果的
です。

鰹
かつお

のタタキの
タレ

「勝男」に通じるから…とい
うのはあとでつけたような感
じもしますが、旬のものをい
ただくのはうれしいことです
ね。こんなタレはいかがでし
ょうか？

サラダ油…100ml　
しょうゆ…大さじ３
酢…大さじ３　
はちみつ…大さじ１
大根…５cm　
玉葱…１/ ４個

1 密封のできる容器にサラ
ダ油、しょうゆ、酢、はち
みつ、軽く絞った大根おろ
しと玉葱のすりおろしを入
れる。
2 蓋をして、よく振って混
ぜ合わせて、冷蔵庫で冷やす。
3 鰹のタタキにたっぷりか
けて召し上がれ。

何
か
を
食
べ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

で
す
ね
。
折
々
に
そ
の
時
の
お
い
し
い

も
の
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
五
節
句

だ
け
に
重
点
を
お
く
わ
け
で
な
く
、
人

生
の
節
々
の
ほ
か
の
行
事
と
同
じ
よ
う

に
、
お
祝
い
し
て
い
ま
す
」。

　　

出
世
や
無
病
息
災
な
ど
の
願
い
を
込

め
て
お
祝
い
し
、
季
節
の
恵
み
を
さ
ま

ざ
ま
な
か
た
ち
で
い
た
だ
く
。
節
句
を

機
会
に
、
日
本
古
来
の
暮
ら
し
ス
タ
イ

ル
を
取
り
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

鯉
の
ぼ
り
の

T シ
ャツ


